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第５章 主体的・対話的で深い学びの実現を目指した体育授業の展開例  

 

本資料の特徴 

 ○中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説に対応した内容。 

 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫を各単元の「３指導計画」に記載。 

・主体的に学習に取り組めるよう学習の⾒通しを立てる。学習したことを振り返ったりして⾃⾝の

学びや変容を⾃覚できる場⾯の設定。 

・対話によって⾃分の考えなどを広げたり深めたりする場⾯の設定。 

・学びの深まりをつくりだすために，⽣徒が考える場⾯と教師が教える場⾯の設定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の目標は、学習指導要領解説の「第２節 

各学年の目標及び内容」の「２ 内容」に育成

を目指す「資質・能力」が示されているため，

「２ 内容」の記載はそのまま学習指導の目標

となりえることから、「２ 内容」の記載の語

尾を「～することができるようにする。」とし

て作成。 

 

評価規準は、全ての「単元の評価規準（例を

本巻末資料に掲載）」の中から当該単元におけ

る指導事項を踏まえ選択するなどして設定。 

 資質・能力の三つの柱に示された指導内容

が「単元」の中でバランスよく配置されるよ

う工夫。 

主体的に学習に取り組めるようにするため

に、学習の見通しを立てやすくなるよう、「ね

らい」と「ねらい」を達成するための、毎時間

ごとの学習課題を掲載。 

生徒の思考を促したり、ねらいや学習課題に

導いたりするような発問例を掲載。 
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主体的な学習に取り組めるよう、自身の学び

や変容を自覚できるよう、学習カードの記入や

振り返りの場面を設定。 

本時の学習課題にフィードバックできるよう

に導くことも明記。 

（例えば、ラリーが長く続くことについて学

習課題を設定しているのに、三段攻撃のスパイ

クについてのみ振り返っているチームや生徒が

いる際は、本来の学習課題に気づけるよう導き

ましょう。） 

具体的な練習方法やポイントについては、「４ 

指導の工夫」の◆番号で解説。 

評価の機会は、その時間に重点化（その時間

に定めた評価については、全ての生徒を見取

る）するものを記載しています。 

ただし、指導から一定の期間が必要な評価規

準は（「技能」、「主体的に学習に取り組む態

度」）、指導してから評価する機会まで、期間が

開いているので、御注意ください。 

【例：３時間目にシュートの指導を行い、技能

が身に付くまで一定の期間が必要なことから、

５時間目に評価をする。】 

★詳しくは、学校体育要覧で確認しましょう。 

 対話的な学びとなる場面を多く設定。 

 深い学びとなるように、教師が教える場面と

生徒自らが考え実践する場面を意図的に組み合

わせ、だんだんと生徒自らの活動が増えるよう

工夫。 


